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轟轟謹霊覇
陸上自衛隊では、9月の実弾射'

撃をつぎの とおり行ないます。

実施場町ー=池田射撃場
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スポーツで体をきたえる

青少年が、夏休みのあいだ正しく明るく健康に生活でき、スポー

ツを楽しむことができるようにと、市内の各地区でスポーツの指導

や競技が行なわれています

r 、

O 

第7回柔剣道大会が、8月4日西大村中学校

体育館で行なわれました。今年からは柔道の

部も新たに加わり、市内小学校、中学校の約

300名の選手が集まりました。

〆'、、.

を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

1." 

第9田町内対抗少年ソフト

ボーノレ大会が.8月13日14日 t 

と20日21日の4日間西大村中

学校、中央小学校、西大村小

学校グラヲシドで行なわれて

います。参加チームは、小学

校の部32チーム、中学校男子

の部36チーム、中学校女子の

部12チームです。
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【国税・県税だより】

身近かな果実での家庭向きの果

実酒の作り方が、新聞、テレビ、

ラジオなどでくわしく紹介されて

いますが、ぶど うはその中に含ま

れていません。ぶどうでの酒づく

りは禁止されているわけで、ぶど

う酒をつ くること は密造になりま

す。

家庭用の果実酒に使 ってよい果

物の種類は、梅、みかん、すもも

かりんいちご、にんにく 、くこ、

しそ、くわ、またたび、さるなレ

とち、ぐみに限られています。

このような果実で作った酒で‘も

家庭で消費するものだけに限られ

ていますので、販売したり 、人に

譲ったりしてはいけません。

(2) 

ー

乳
牛
お
頭
を
試
験
放
牧

農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
、
市
が
行
な
っ

て
い

た
宮
代
郷
大
多
武
の
放
牧
場
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で

き
あ
が
っ
た
の
で
、
乳
牛
三
十
三
頭
を
試
験
的
に
放

牧
し
ま
し
た
。

こ
の
放
牧
場
は
今
年
十
二
月
に
は
完
成
し
、
来
年

四
月
に
は
百
五
十
頭
の
乳
牛
が
放
牧
さ
れ
ま
す
。
広

さ
H
六
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
総
工
費
H
千
九
百
四
十
万

円。
が
ね
引
ル
病
の
予
防
注
射

昨
年
秋
、
九
州
地
方
に
侵

入
し
た
鶏
の
ニ
ュ

l
カ
ッ
ス

ル
病
は
、
九
州
各
県
で
大
量

に
発
生
し
て
い
ま
す
。
幸
い

に
長
崎
県
に
は
ま
だ
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
人
、
物
の

移
動
状
況
か
ら
非
常
に
危
険

な
状
態
に
あ
り
ま
す
。

鶏
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
ニ
ュ

i
カ
ッ
ス

ル
病
の
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
し
ょ
う
。

注
射
の
こ
と
に
つ
い
て
は

市
農
林
課
、
農
協
畜
産
課
、

飼
料
販
売
業
者
、
養
鶏
関
係

団
体
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。 個人事業税の第一期分の納期は

8月3f日です。納期後は、天災そ

の他特別の事情がない限り分割納

付または徴収猶予などの相談に応

じない方針ですので、納期内に納

付してください。もし納付できな

い場合でも 、納期内にぜひご相談

ください。

口口
忌
明
に
寄
付

口口

市
内
古
町
の
中
村
輝
夫
さ

ん
は
亡
夫
八
夫
さ
ん
の
忌
明

に
際
し
、
社
会
福
祉
事
業
費

と
し
て
金

一
封
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た。

口
口
口

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

口
口
口

市
営
植
松
住

宅

(
簡
易
耐

火
構
造
平
家
建
第
一
種
)
十

五
戸
、
(
第
二
種
)
十
七
戸
が

ま
も
な
く
で
き
あ
が
り
ま
す

の
で
入
居
者
を

つ
、
ぎ
の
要
領

で
公
募
し
ま
す
。

入
居
資
格

州
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所

を
有
し
、
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有

す
る
こ
と
。

同
入
居
を
希
望
す
る
者
(
同

居
親
族
の
収
入
も
合
算
す

る
)
の
四
十
年
八
月
よ
り

四
十
一
年
七
月
ま
で
の
総

収
入
が
つ
ぎ
の
額
を
越
え

な
い
こ
と
。

扶養i 総収入額

者数| 第 1 種 |第2種

。人1565，555-330，0001 330，000 
1人1592，222"'360，0001360，000 
2人1618，888"'390，000!390，000 
3人1615，554"'420，000420，000 
4人1672，222"'450，0001450，000 
5人[698，888-480，000;480，000 

付
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
(

未
届
の
妻
を
含
む
)
が
あ

る
こ
と
。

公
募
期
間

八
月
二
十
三
日

か
ら
八
月

三
十
日
ま
で

申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

抽
せ
ん
の
日
時
と
場
所

九
月
二
日
午
前
九
時

大
村
市
役
所

、
、司

『¥!
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無口
縁口
墓口
地

口の
口改
口葬

十
時
よ
り
正
午
ま
で

商
工
水
産
課

発
明
協

会

喜

多

岡

常
務

口
口
口

計
算
尺
の
検
定
試
験

口
口
口

申
込
期
日
九
月
一
日
よ
り

九
月
十
二
日
ま
で

試
験
期
日
九
月
二
十
五
日

場
所

大
村
工
業
高
等
学
校

受

験

料

一

級
二
百
五
十
円

二
級
二
百
円

三
級
百
五
十
円

四
級
百
二
十
円

大
村
商
工
会
議
所

職
員
課

マ
試
験
日

第

一
次
試
験
十
月
九
日

出
願
用
紙
な
ど
は
長
崎
県

江
戸
町
県
教
育
庁
教
職
員
課

へ
返
信
用
封
筒
を
そ
え
て
申

込
み
く
だ
さ
い
。

口
口
口

発
明
相
談
所
を
開
設

口
口
口

発
明
協
会
で
は
発
明
巡
回

相
談
所
を
開
設
し
、
発
明
、

考
案
、
特
許
、
意
匠
登
録
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い。

日
時
八
月
二
十
七
日
午
前

人
事
課
へ
直
接
申
出
て
く
だ

さ
い
。
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ー

ナ

l

お
し
ら
せ
コ

場
所

講
師

口
口
口

県
公
立
学
校
教
員
の

ω昭
和
十
年
九
月
二
日
か
ら

昭
和
二
十

一
年
九
月
一
日
ま

で
に
生
れ
た
女
子
で
大
村
市

内
に
住
居
を
有
す
る
か
、
採

用
後
居
住
し
う
る
人
。

試
験
の
方
法

第
一
次
試
験

教
養
試
験

・
身
体
検
査

第
二
次
試
験

面
接
試
験

・
身
上
調
査

第
一
次
試
験
日

九
月
四
日

受
験
手
続
と
受
付
期
間

八
月
三
十
一
日
ま
で
に
市
の

無
縁
墓
地
の
改
葬
が
つ

、ぎ

の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
の

で
縁
故
者
が
あ
れ
ば
期
日
ま

で
に
届
出
て
く
だ
さ
い
。

口口
職

員
・(電
話
交
換
手
)
募
集

口口

市
で
は
、
市
庁
舎
内
電
話

交
換
手
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格

ω学
歴
は
聞
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し

電
話
交
換
取
扱
者
の
認
定
資

格
(
有
ひ
も
級
)
を
有
す
る

人
。

志
願
者
選
考
試
験

口
口
口

小
学
校
、
中
学
校
、
養
護

学
校
な
ど
の
長
崎
県
公
立
学

校
教
員
を
志
願
す
る
か
た
は

つ
ぎ
の
と
お
り
、
早
め

に
受

験
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い

マ
出
願
期
限
九
月
一
日
か

ら
九
月
二
十
日
ま
で

マ
出

願

場

所

長

崎
市
江
戸

町

長

崎

県
教
育
庁

教

-
墓
地
の
所
在
地

長
崎
市
滑
石
町

宇
都
墓
地

下
揚
墓
地

小
尾
崎
墓
地

尾
崎
赤
水
墓
地

届

出

先

長

崎
市
役
所
衛
生

部
環
境
衛
生
課

届

出

期

日

八

月
三
十

一
日
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申
込
先

-
墓
地
の
所
在
地
福
岡
県

山
門
郡
瀬
高
町
大
字
上
庄

横
道
墓
地

届
出
先

福
岡
県
山
門
郡
瀬

高
町
大
字
上
庄
横
道
墓
地

管
理
人
、
今
村
登
三
郎

届
出
期
限

八
月
三
十
一
日

り

9月
武留路公民舘

1臼
久津 M 13.00"-'14.0。
北松本、宮崎商 庖前 14.30-----15.30 

9.30-11.30 
2日 東光寺、溝 口商居前 13.00"-'14.00 

浦二区、時吉 氏宅 前 14.30"-'15.30 

福重農協支所 9.00"""10.30 
5日 弥鞍寺、吉 川商庖 前 11.00-----12.30 

今富郷、川 添昇氏宅 14.00-----15.0。
黒宮丸郷小、北 岡商居前 9.30-----10.30 

6日 路公民舘 11.00-12.30 
大川田津田酒庖 14.00-15.30 

竹松本町、松早石油横 9.30----10.30 
7日 原口町公民 舘 11.00----12 30 

原 口住 宅遊 園地 14.00---15.30 

鬼橋町公 ，民舘 9.30-----10.30 
8日 竹松農協支所 11.00-12.30 

小路口郷、田下商居前 14.00......15.30 

該当者 市内に居住する小学校 1年以上の人

で、つぎの(イ)(ロ)に該当する人を除く全員。

付)小学校、中学校、 高等学校その他修学年限

1年以上の学校に在学中の学生(ロ)各職場で、毎

年事業主が実施する検診を受ける人はこの検

診を受ける必要はあり ません。

料金 いりません。

なお、結核検診は、健康であるなしにかか

わらず、毎年受けなければならないこ とに法

律でも定められています。

ポタシやホックのない下着であればそのま

ま受けられます。近くの会場で気軽るに受け

て ください。時間はかかりません。どうして

も受診できない人は市役所衛生課か出張所へ

ご連絡ください。

結核健康診断を受けよう

※受診もれの方、 保健所周辺の方は、毎週土曜日

の午前 9時より 11時までに大村保健所で受診し

てください。

※12日以降は次号でおしらせします。

間

大村市政だよ

時

レントゲン車がまわります

所

-
墓
地
の
所
在
地
北
九
州

市
小
倉
区
大
字
沼
字
葉
山

尻
一
二
ハ二

届
出
先
北
九
州
市
八
幡
区

役
所
内

北
九
州
住
宅
供
給
公
社

届
出
期
日
九
月
十
日

場施実

(3) 

|月
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一
永
久
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

こ
と
し
の
六
月
二
十
日
現
在
で
全
国

一
斉
に
永
久

選
挙
人
名
簿
切
り
か
え
の
た
め
、
選
挙
資
格
者
の
実

態
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
に
も
と

づ
い
て
修
正
し
ま
し
た
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お

り
一
般
の
縦
覧
(
一
般
に
公
開
し
て
内
容
を
確
か
め

て
も
ら
う
こ
と
)
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
の
日
時

八
月
二
十
六

日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
(
十

五
日
間
)
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で

縦
覧
の
場
所

選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
(
市
役
所
内
)

な
お
、
各
出
張
所
に
も
名
簿

の
抄
本
を
備
え
ま
す
の
で
こ

れ
を
ご
覧
に
な
っ
て
も
結
構

で
す
。

異
議
の
申
出

縦
覧
期
間
中

で
あ
れ
ば
、
資
格
が
あ

っ
て

登
録
も
れ
の
人
、
誤
載
の
人

な
ど
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
異
議
申
出
を
す
る
こ
と
に

よ
り
名
簿
を
修
正
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
の
名
簿
の
登
録
資
格
条
件

は
次
の
と
お
り
で
す

①
昭
和
二
十
一
年
十
月
一
日

ま
で
に
生
れ
た
人
で

②
こ
と
し
の
三
月
二
十
日
ま

で
に
大
村
市
に
住
所
を
定
め

た
人
。

し
た
が
っ

て
六
月
二
十
日
現

在
の
調
査
に
お
い
て
調
査
票

.
に
記
入
さ
れ
た
人
で
も
資
格

要
件
が
な
い
た
め
に
、
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
お
ら
な
い
人

が
あ
り
ま
す
の

す
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

永
久
選
挙
人
名
簿
と
は

こ
の
永
久
選
挙
人
名
簿
は

こ
と
し
の
九
月
三
十
日
に
確

定
し
永
久
選
挙
人
名
簿
に
切

り
か
え
ら
れ
ま
す
が
、
今
後

は
、
常
時
に
選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
出
も
選
挙
人
か
ら
行

な
い
、
三
月

一
日
と
九
月
一

日
に
登
録
申
出
を
し
た
人
の
-
守
二
43
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-事

e
-
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A

て
祭
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昔
川

中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
登
録
す
べ
川
円
守
山小山口

U
ぷ
べ
人
-susa-
パグ人

eve--T人
eve-ν
…・ハ
・いい

リ

AA--i戸
川
町一川一一…

vJ…………~い川
rm
u
w
f
rHIJ
2

は
毎
年
旧
暦
三
月
二
十

一
日

山

き
者
の
決
定
を
選
挙
管
理
委
二
世

γ
;市
め

いる

伝

佐

⑬
に
大
祭
を
行
な
い
参
詣
者
数
…

員
会
で
行
な
っ
て
、
三
月
三
川

、

ノ

v
z
J
t
一

，、

J

-

千
人
が
集
ま
り
、
道
路
端
に

川

十
日
と
九
月
三
十
日
に
選
挙
一
多
羅
山
大
権
現
と
多
羅
の
本
堂
は
明
治
十
七
年
福
重

は
数
十
軒
の
露
天
飲
食
居
、

…

人
名
簿
に
登
録
す
る
と
い
う
…
山
千
手
院
宝
円
寺

②

妙

宣
寺

へ
移
さ
れ
た
。

二
の

菓
子
居
、
そ
の
他
各
種
売
庖

…

制
度
に
か
わ
り
ま
す
。

川

万

治
三
年
(
デ
∞
き
年
)
、

鳥
居
よ
り
上
宮
ま
で
三
百
三
が
な
ら
び
参
詣
者
は
笹
竹
に

山

川
キ
リ

ν
タ
シ
蜂
起
の
災
を
の
段
階
を
敷
き
上
、
ア

ご
見
事
な
数
十
個
の
丸
オ

ゴ

νを
く
く
川

登
録
申
出
の
方
法

九

-

b
f

川

が
れ
嬉
野
に
か
く
れ
安
置
さ

石

段
お
よ
び
大
鳥
居
は
当
時
り
つ
け
肩
に
か
つ

い
で
帰
る
川

永

年

大

村

市

に

窟

住

し

て

川

町

れ
て
い
た
三
尊
を
池
田
山
上
の
威
勢
を
物
語

っ
て
お
り
、

の
が
風
習
と
な
っ
て
い
た
。
叩

い
る
人
で
満
二
十
才
に
ふ
ん

…

宮
に
奉
遷
し
、
大
村
家
代
々
県
下
で
は
類
の
な
い
石
段
で
戦
後
は
新
麿
四
月
二
十
一
日
…

た
人
ゃ
、
こ
と
し
の
三
月
二
山

の
鎮
護
の
神
廟
と
し
た
。
そ

あ
る
。
旧
宝
円
寺
の
仏
像
の
大
祭
を
行
な
っ
て
い
る
が
参
…

十

一
日
以
降
大
村
市
に
転
入
川

…
れ
以
来
領
内
で
は
、
最

高

の

内

、
弘
法
大
師
外
諸
仏
体
は
詣
者
も
へ
り
、
当
時
の
盛
況
川

し
た
満
二
十
才
以
上
の
人
(

J

川
神
宮
と
し
て
盛
大
な
祭
礼
が
現
在
地
元
有
志
が
仮
屋
を
建
さ
は
な
い
。

川

こ
の
場
合
は
前
住
地
の
選
管内

が
発
行
す
る
証
明
書
な
ど
が
一
お
こ
な
わ
れ
、
領
主
参
拝
の

¥
ω機
機

懇

談

慾

緩

鱗

欝

鱗

髄

簡

樋

山
時
は
重
臣
を
は
じ
め
、
下
級

繍
験
紙
機
綴
機
嫌
総
機
綴
織
機
線
機
麟
関
鱗
盤
盤
面
圃
闘
跡

附

必

要

)

あ

る

い

は

資

格

が

あ

山

総

額

畿

灘

織

機

完

遂

総
数
議
織
機
織
麟
盤
醗
醗
闘
翻
醐
醐

山
武
士
に
い
た
る
ま
で
随
行
し

f

議

機

譲

二

三

警

護

謹

置

圃

円

山

っ
て
登
録
も
れ
の
人
な
ど
は
…
威
勢
を
撮
っ
て
い
た
が
、
明

驚

議

:

懇

議

議

圏

三

円

げ

は

日

立

計

一

治

の

廃

藩
に
至
っ
て
神
廟
は

繋

騒

γ必鱗
欝
議
麟
掴
菌
防
…

j
解
体
、
祭
神
は
散
逸
し
た
。

ど
ト
ご
砕
機
騒

卒

、
雪
い
が

い
九
鱗
閥
鯛
輔
副
薗

草

川

が
あ

っ
て
も
名
簿
に
は
登

録

一

込

町

ゃ

れ

議

醗
な
密
機
膨

S
fい
織
機
騒
麟
幽
闘
圏
圃

夏

ふ

藩

公
の
祈
願
寺
で
あ
り
壇
家

総

議

麗

錦

繍

j
畿
脳
内
J

議

鋪

欝

醤

圏

圃

さ
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
中

繁

総

額

調

讃

議

議

選

関

額

融

麟

韓

関

醗

闘

闘
関
睡
眠
園

真

J

を
も
た
な
い
多
羅
山
千
手
院
，
¥
機
縫
際
議
機
嫌
議
畿
機
麟
灘
畿
蹴
櫨
闘
醐
圃

写

川

の
で
、
こ
の
点
と
く
に
ご
注
川

闘

機

騒

饗

露

関

除

機

織

藤

議

離

盟

理

圃

宝
円
寺
は
廃
寺
と
な
り
、
そ

撃

事

、

J
議

議
題
意
畿
事
事
費
量

1
51

w

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
と
(JEFE-J-ご

fr
t
--52-Lat-
--
-J-ニ
J-zf
z
-
J
Z
J
E
e
-
-
E
f
--P
E
E
r
-
-
F
-ご
fz-fr
-rz
-J
-
z
f
z
-
J
Z
5
2
5
2
--
2
2
5
-
J
J
E
r
---
J
Z
三，
E

三・
2
2
2
・'-91'V

し
の
三
月
二
十
一
日
以
降
に

転
入
し
た
人
で
も
、
す
で
に

補
充
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申

出
を
行
な
っ
て
い
る
人
は
、

さ
ら
に
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

台風への心がまえ
11 11 11 11 11 11 11 11 

8月から9月にかけ

ては2つや3つの大き

な台風が来ることを

覚悟じなければなり

ません。台風対策に

ついては、どこ の家

庭でも十分研究され

ているでしょうが、

いちばん大切なこと

は尊い人命をなくし

たり、けがをしたり

しないことです。家

族全体で避難訓練を

一度はやってみまし

ょう。とく』こ小さい

お子さんや老人のい

る家庭ではぜひ実行

してください。いざ

とい うときの持ち出

し品もまとめてそろ

えておきましょう。

1 

ぷ


